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宇宙科学ワーキンググループの設置について 
 

平成18年10月26日 
宇宙開発委員会計画部会 

 
1． 設置の趣旨 
 我が国の宇宙科学研究は、研究者の自由な発想を源泉とした自

主的な・普遍的な知的活動により、世界最先端の宇宙科学を推進

し、人類の知的資産の拡大に貢献している。 
 現在、宇宙開発委員会の計画部会において、次期「宇宙開発に

関する長期的な計画」の検討を行っているが、この長期的な計画

の主要な政策課題の一つである宇宙科学研究に関しては、関係コ

ミュニティ等の動向も踏まえた整理が必要である。このため、計

画部会の下に「宇宙科学ワーキングループ」を設け、幅広い分野

の専門家の意見を聴取して専門的かつ集中的な審議を行うこと

し、その審議の結果は、計画部会に報告し、更に同部会で審議を

重ねた上、「宇宙開発に関する長期的な計画」の策定に反映させ

ることとする。 
 
2． 調査審議の内容 
 宇宙科学ワーキンググループにおいては、以下の項目について

専門的・技術的な観点から調査審議を行う。 
○ 宇宙科学研究における今後10年程度における長期的展望 
○ プロジェクト研究推進の基本的方針 
○ 宇宙科学研究の推進体制 
○ 人材養成のあり方 

3． 宇宙科学ワーキンググループの構成員 
座 長： 鶴田計画部会委員 
委 員： 計画部会構成員のうち部会長が指名する者及び新たに

有識者として招へいされた者 
 なお、審議内容に応じて大学等から有識者を適宜招へいして意

見聴取する。 
 
4． その他 
 「宇宙開発委員会の運営等について」（平成13年1月10日宇宙
開発委員会決定）を踏まえ、宇宙科学ワーキンググループにおけ

る調査審議は原則として公開することとし、特段の事情がある場

合には、非公開とすることができるものとする。 
 本ワーキンググループは、平成18年11月から平成19年1月まで
の間に4回程度開催する予定。 
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究センター所長 
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